
2025（令和7）年度 事業報告

横浜市委託事業／文部科学省令和7年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用

運営受託：（公財）横浜市国際交流協会

【取組4-５】日本語ボランティア入門講座・ブラッシュアップ講座
（瀬谷区・旭区・西区・泉区）
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【目的・目標】
・区内の外国につながる人々の状況を知り、地域日本語教育の基本的な考え方や、やさしい
日本語について学ぶことで、ボランティア活動を始めるきっかけとなること。

・区内の日本語学習や多文化共生に関する活動が、受講生へと更に広がること。

【事業概要・趣旨】

国際交流ラウンジ未設置区である
瀬谷区、旭区、西区、泉区におい
て、地域日本語教育の支援体制を
整える。今年度は日本語学習支援
の担い手育成に重点を置き、事業
を実施する。

◆ 事業１ 日本語ボランティア入門講座

【趣旨】
  地域での日本語学習支援に関心がある人が、やさしい日本語や日本語学習支援について学び、
今後の日本語学習支援や 外国につながる人との地域での交流につながるよう、日本語ボラン

  ティア入門講座を開催する。

講師 有田 玲子氏

日時・場所
2025年11月2日(日)・9日(日)・11月23日(日)・11月30日(日)

    10時～12時（全4回） /  せやまる・ふれあい館

対象
瀬谷・旭・泉・西区内で日本語ボランティアとして活動したい人、

   多文化共生に関心のある人

参加人数
受講者：24人、地域日本語教室・団体：10人（6教室2団体）
地域日本語教室の学習者：8人

【実施した事業プログラム内容】

第1回 市内の外国につながる方の状況／
                  当事者の声／日本語ボランティアの役割
第2回 支援活動に必要な「やさしい日本語」を学ぼう
第3回 日本語を外国語として学習する学習者の視点を知ろう
第4回 地域の日本語教室・団体の紹介／
                  学習者との交流活動に挑戦／講座のまとめ

すごろくを使った、学習者との交流活動



2025（令和7）年度 事業報告 よこはま日本語学習支援センター（YNC）

横浜市委託事業／文部科学省令和7年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用

©Yokohama Association for International Communication and Exchange

2025（令和7）年度 事業報告

運営受託：（公財）横浜市国際交流協会

【取組4-５】日本語ボランティア入門講座・ブラッシュアップ講座
（瀬谷区・旭区・西区・泉区）

【成果】
  講座後、地域の日本語教室等で合計11名の受講者が活動を開始した。（地域日本語教室9名、子
育て支援拠点1名、通訳・翻訳グループで1名）すぐにボランティア活動が難しい場合でも、「保育
園で一緒になる外国のママに声をかけてみようと思う」「職場でやさしい日本語を使って話すよう
にしたいと思う」などの声が受講者からあり、講座が外国につながる方とのさらなる交流のきっか
けとなった。
  その他、対象4区の外国につながる人の状況や、やさしい日本語でのコミュニケーション、学習者
との日本語での交流活動について理解を深めてもらうことができた。

【参加者の声】

身近に外国の方が
増えている現実を

知った。

相手のニーズや身近な
ことを大切にすること
を忘れずにいたい

日本語を使って交流
できるのはとても素
敵だなと思った。

【課題】
 定員を大きく超えて申し込みがあり、全員の受け入れができなかった。関心のある方が広く日本語
ボランティアや多文化共生について知り理解を深められるよう、講座の実施回数や運営形態等の検
討が必要である。

◆ 事業２ 日本語ボランティアブラッシュアップ講座

【趣旨】
対象区で日本語学習支援をしている人を対象に、日本語ボランティア ブラッシュアップ講座（以

下「ブラッシュアップ講座」とする）を開催し、スキルアップの機会を提供する。

【目的・目標】
日本語学習者が生活の中で、コミュニケーションを取りながら、より円滑で豊かな生活ができる

ような日本語支援についてのヒントを得る。

講師 日高 嘉恵 氏

日時・場所
2025年12月19日(金) 13時半～15時半
せやまる・ふれあい館

対象
瀬谷・旭・泉・西区で日本語学習支援を行っている人
2025年度に当協会が瀬谷区で実施した日本語ボランティア入門講座受講者

参加人数 受講者8人（活動中の支援者6名、入門講座受講者2名）
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運営受託：（公財）横浜市国際交流協会

【取組4-５】日本語ボランティア入門講座・ブラッシュアップ講座
（瀬谷区・旭区・西区・泉区）

【実施した事業プログラム内容】

・学習者が日本語を学ぶ目的を考える
・生活Candoと活動紹介
・グループワーク（ビンゴや広告チラシ、パンフレット等、
身近な素材を活用した教室活動を考える）

・講座のまとめ

◆ 事業３ 振り返り会

【成果】
・買い物や友人を誘ってコンサートへ行く場面で、日本語でどのように会話を広げられるかグループ
で検討した。各グループ、積極的に意見を出し合いながら、生活Candoを意識した活動案を作成し
ていた。講座中、受講者より「これは支援する際に使える！」「次回の教室活動でやってみよう！」
と声があがり、交流型活動の具体的なヒントを得ている様子が見受けられた。

・グループワークを行う際、活動場所をはじめ、支援年数、職業に関わらず、様々な背景を持つ受講
   者同士が協働することで、これまでになかった発想や視点に触れる機会をつくることができた。
・講座後の振り返りでは、講師より「受講者の経験年数の幅がありたくさん準備をしたが、グループ
ワークで提示するトピックやCandoによって、経験値に関係なく受講者全員が一緒に取り組むことが
できると気づいた」とコメントがあった。

【参加者の声】

文法を重視せず
「生活Cando」を
重視する視点が
良かった。

ゲームを通して学ぶ
ことを実践してみた

いと思った。

基本的なことから
どのように発展してい
けば良いか、ヒントを

たくさん頂いた。

【課題】
これまで当協会の事業等で関わりのあった教室、及び会場から近い地域からの参加が多い傾向に

あった。対象区内の教室と継続的に連絡をとり関係づくりを進めるとともに、状況やニーズに応じ
た講座内容や実施場所についても検討する必要がある。

日時・場所
2026年2月14日(土) 14時～16時
せやまる・ふれあい館

対象
2025年度にYOKEが瀬谷区で実施した日本語ボランティア入門講座・
日本語ボランティアブラッシュアップ講座受講者

参加人数 10人（入門講座受講者5人、ブラッシュアップ講座受講者３人、講師2人）

チラシを使った
交流型活動の体験

【趣旨】
日本語ボランティア入門講座・ブラッシュアップ講座受講者が集い、活動時の疑問やアイ

デア等について話し合い、講座のフォローアップを行う。
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運営受託：（公財）横浜市国際交流協会

【取組4-５】日本語ボランティア入門講座・ブラッシュアップ講座
（瀬谷区・旭区・西区・泉区）

【3つの事業を通して、今後の展望】
・国際交流ラウンジがない地域でも、教室や関係団体とのネットワーク構築を進めながら、ニーズ
に応じた事業や情報交換の機会の充実を図っていきたい。

・今回確認できた講座内容と実際の活動のギャップや、新たにボランティアを始めた人の疑問を踏
まえ、今後の講座内容の検討をしていきたい。

【成果】
・講座内容が実際の活動に活かせていることやギャップを参加者から確認することができ、今後の講
座内容やフォローアップをする機会を提供できた。

・一度教室に参加し、自分に活動は難しいと話していた入門講座受講者が、活動について話し合うこ
とで、「やってみようかな」という思いにつながり、再度教室に参加するサポートができた。

・地域日本語教室や日本語ボランティアの活動意義について発信することができた。

ボランティア活動に
役立つヒントを
たくさんもらえた

ぜひ（いろいろな教室
が集う）意見交換会を
実施してください！

先輩のお話を聞いて、
私も長く活動を
続けたいと思った

【参加者の声】

【実施した事業プログラム内容】
１講座報告
２日本語学習支援についての感想、質問の共有

 →質問内容についての意見交換、活動アイデアの共有など

３地域日本語教室について学習者・支援者双方の視点から考える

４話し合いを受け、今後やってみたいことを書き出し、共有

【課題】
・参加者が入門講座から5名、ブラッシュアップ講座から3名にとどまっており、参加者以外の状況
についても把握をしていく必要がある。

【目的・目標】
・「１．入門講座」「２．ブラッシュアップ講座」の内容が、対象区内の日本語教室の目的・方針・風
土・文化と合っていたか、また、「１．入門講座」を受講した新規ボランティアの期待と、実際の教室
の活動の状況にギャップがないか確認する。

・講座内容と教室での実際の活動のギャップを解消するとともに、今後のサポート、フォローアップにつ
いて検討する。

・地域日本語教室や日本語ボランティアの意義や価値について発信する。

各々の質問に対し意見交換
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